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キー・コンピテンシートP I S Aリテラシー

中 野 啓 明

は じ め に

平成20(2008)年度に学習指導要領が改.汀されたOこの改.汀に†半い､
｢PISA型学力｣｢pISJ･.＼型読解力｣｢リテラシー｣｢キー･コンビテンシー｣
｢清JIJJ}｣｢教師力｣｢柁業力｣｢人間))J｢~学校力｣などの川.語が多用され
るようになってきている｡

こうした朽景の -つとして､今L=10)学習指導要領の此汀に際して､OE(二D

(Organisこltionforドcon()nli(ICool)elationan(.iI)nrelopment:
経済協JJ開発機構)が2000年から尖施しているlv)ISA(Program for
IllterllationalStudeIltAssesslnent)､及びOECDO)打ちHJ.したキー･

コンビテンシー(kel,eompetelleies)が影響していると考えることができ
るO

そこで､本稿においては､PISAとともにキー･コンビテンシーが11
本llil内において広く知られる契機となったl~いILL教育審議会答申における
PISAとキ- ･コンビテンシーの位LLETfI蔓づけを検討するとともに､キー･コ
ンビテンシーとPISAリテラシーとの関係について検討する｡

l,｢無言芯基盤社会Jへの対応
､7'-･成.17(2005)隼1OJJのrTJ央教育審議会答申 ｢新しい時代の義務教育
を押)造する (答申)｣の第1~T部第1章 ｢L教f押)目標を明確にして結架を検証
し質をt与轟d:.する- 義持教育の使命のEIJ川綻化及び教育内容U)改lr,;=----｣で
は､こ才1からの学校の役割を次のように指摘しているO

上し業化社会から知識基盤社会へと大きく変化する2111用己において
は､単に学校で机哉･技能を習得するだけではなく､机哉･技能を活か
して字-1二会で′巨きて働く力､′冊=こわたって学び続けるJJを育成すること
が重要である｡

そのためにも､21世紀の学校は､(呆護a-や地域住代の教育活動や学
校運営への参L叫等を通じて､社会との広い接点を持つ､開かれた学校､
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代tl識基盤社会｣に立脚した2111埼L!においては､学校U)役割として ｢知

識･技能を活かして什会で′卜きて働く力､牛非にわたって学び続ける))杏

育成することがLf1-.要｣だとしているのである(･,

この ｢)11識11ち盤社会｣とは､knowledge--1)三IStチ(:･lsoci(巾弓二川､L')する

訳語であるC,､T''･F'覧17(20()5)隼1Jlの中央教育審議会答rfl｢我が川の高

示しているLl

1)知識には州境がなく､グローバル化が ･屑進むO

2)机誠は日進JJIit-であり､競竹と技術革新が絶え問なく生まれる0

3)机識の進展はlll束のパラダイムの転換を(半うことが多く､幅広い知

識と柔軟な思考ノJに基づぐ川断が ･屑重要となる｡

･l)性別や年齢を問わず参Lthけることが鮎堕されるO

こうした特質をもつ ｢丈II識基盤社itJに､これからの将来を担うすべ

てU)(･どもたちが直llIl'するかどうかについては､議論の'JIかれるところ

､_∴‥･:･ ､上fi-I.:､･1':rut;,'=;巨t､::汁.･.;..i,二:i･,Jr(.巨,･,;･Hi!･.卜し

た､1/J･成20(2008)隼1JJのIfT央教育審議会答申 ｢幼稚園､小学校､中

学校､高等学校牧び牛鍋Ij友緩学校の学習指導要領等の改湘こついて (答

申)Jにおいても､｢机識).t･盤社会｣への対応について､次のように指摘し

ているLl

用I識斌盤社会化やグローバJL化は､アイディアなどの知】識そU)もの

や人材をめぐる国際競/frを加速させるとともに､粍なる文化･文明との

ll,A一存やLL乙川祭協JJの必要性を増大させているO

『競竹』の観点からは､L州JrJ肘filJ社会から■Ji後チェック社会への転換

が行われておi)､金融0)Hllllヒ､労働法制の弾)]化など社会経済U)行分

野での裾l胴若和やLfl法制度改小などの制度改･tf'･-.75ミ進んでいるL,このよう

を架たすためには､J封蓮的･基本的な加哉･技能の習得やそれらを1,T;L川

して課題を比いだし､解決するための,tiJt考JJ･判断JJ･JJi-i:lAJJ等が必要

であるoLかも､知識･技能は､陳腐化しないよう常にIb-断する必要が

の重要な基盤である｡,

他jj､Ft/'lLl封こ､『共存･協JJ』も必要であるL,同やFtl.会の間を情報や
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人材が'fiき交い､相Jt二に密接･複雑に問連するl卜で､tll:相や推力ミ匡持1二会

が持続‖J能な発展を遂げるためには､環境問題や少(-･高齢化といった

課題に協))しながら梢触的に対応することが求めら才lるLlこのような社

会では､t'l己との対,iJ.弓を重ねつつ､他者や社会､自然や環境と共に牛き

る､桔梗的な 『閲か才lた個』であることが求められるL,

また､グローバル化の中で､FrI分とは異なる文化や慨史に立脚する

人与と代riしていくためには､IrIらの因や地域の伝統や文化についての

Pl!.解を深め､尊tfIIする態度を身に付けることが重要になっている0...i

｢知識基盤社会化やグローバル化｣が進む21It埼己においては､｢競争｣

が加速するとともに､｢兵fi･協ノ]Jをも必要としているというのである｡

｢粍JltJの観点からは､｢基礎的･基本的な知1識･技能の習得｣とともに

｢それらを活用して課題を比いだし､解決するための思考力･判断JJ･表

現JJ等が必要_.｣であり,｢しかも､机哉･技能は､純腐化しないよう常に

史斯する必要がある｣と指摘しているL,とJLiJFl封こ､｢共存･協))｣の観点

からは､｢H己との対話を巾ね｣ながら､｢他-Hや汁会､t'7禁やf糾童と代に

′トきる｣という ｢積極的な 『開かれた桐』であることが求められる｣とも

指摘している｡

｢競争｣と ｢代存･協力｣との両方の観点から学校教育の課題を指摘し

申 ｢211t蟻己を展望した我カミ匝)の教育の在il.)Jj(こついて_,jにおいて提言さ

れた ｢′1-I_きるJJ｣と rl'1'JJさがしの旅｣という､遠心と求心のバランスに

十Il. ∴ I. I､引.:㌔LL..二■√~､､It･_:

平成20年の中央教育審議会答申 ｢九州f:;園､小学校､Llll学校､高等学校

枚び特別支援学校の学習指導要領等の改-lr,:=について (答申)｣では､第15

期rlJJ火教育審議会答tllで示された ｢11:_きるJJ.｣について､次のように述べ

ている｡

｢社会の構造的な変化のl日で大人自身が変化に.対応する能ノJを求めら

で示すとすれば､まさに､li-fJkR隼 (199(川･LL)のlfII火教育審議会答申で拙

叫は才lた 『′卜きる]JAにはかならない｡,

このような認.瀧は､IIミl際【'IIJEこも代打されているO経済協JJFi‡‖-E機構

(OECD)は､1997隼から200:i隼にかけて､多くのIIil/,JO)認知fTt.学

や.附曲の･JJL･F】lj′泉,教f日関係昔などの協JJを得て､『Ml識).招ミHl二会』a)



172

時代を411.うf-どもたちに必要な能力を､『t三要能JJ(キーコンビテン

シ-)』として定義付け､国際的に比較する調査を開始しているC.こ

のような動きを受け､芥l副こおいては､学校の教育課相のLIミ】際的な通川

性がこ才̀lまで以 卜に戯く意識されるようになっているが､『′暮ミきるノJ』

は､その性行のみならず､社会において(･どもたちに必要となるJJをま

ず明確にし､そこから教育の作りJjを改善するという考えjjにおいて､

この1:.要能JJ(キーコンヒテンシー)という考えjjを')ti附)していたと

言ってもよいL,｣

｢知.識基盤社会__｣において ｢必要なJJJこそ､｢′巨きるjJ｣だというの

であるoOEeI)においても､｢知識基盤社会｣の時代に ｢必要なfた力｣を

｢『1:.要能力 (キ-コンビテンシー)』として定義付け､国際的に比較する

調･作を開始している｣として､第15期IFl'J!教育審議会が打ち出した ｢!上

きるJJ｣が ｢主要能JJ(キーコンビテンシー)という考え方を;Jtl狛)して

いたと.iLってもよい..Jと述べている｡

｢′I･-.きるJJ｣と ｢1--.要能))(キーコンビテンシー)｣との関係を､､1'A-_1戊20

勺:-のLflr火教育審議会答申では､端的に次のようにまとめている｡

｢『知.哉堪盤社会』の時代を41l.うf･どもたちに求められているのは､『′卜

きるJJ』であるoOEel)が､終It押)15歳のJ'･どもたちを対象に1-ISA調

充を美施するのも､次代を寸1l_うJ'･どもたちの1:.要能力 (辛-コンビテン

シー)が､ ･人 ･人の(-どものl′l己美堀の).t一盤となるだけではなく､社

会全体o)発展の原動JJになっているとの認識があるからであるO｣

､f7-JJ吏20隼U)中敷教育審議会答申においては､｢机識基盤社会｣におい

て ｢必要なJJ..濾I.必要な能)JJとして､｢′卜きるJJJを強調するあまり､

なく使用しているように比えるO

松 卜佳代編H:『<新しい能JJ>は教育を変えるか- 学jJ･リテラ

シー･コンビテンシー- 』において､遠藤貴広は､｢『′卜きるノJ』という

ll-i-!'J･,.閥∵二二.'･_.-;;.∫-).上r.Lづ仁:一､･･･!:)､一､･､･㌧'__:/:.'J,;.J'ト7,1､三'.r･･:･

とrL'f定LYl]Eこ評価しようとしているけれども､松下lrII仁は､｢内容において

もPl!.論的根拠づけにおいても､『′卜きるjJ』とt､)eS(さe(_)コンビテンシーの

二:h':二言)/･L/I/.!L一･'!;'-I;.I;I.:.(. r..･::.I.I:J∴∴ 工
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テンシー)｣についての脚注として､ri:.要能力 (キーコンビテンシー)Mlと

PISA調査について､1ソ､卜のように.説HJjしている｡

｢~1:_要能JJ(キーコンビテンシー)は､Ol甘l)が200()隼から開始した

PISA朋h_の概念的な枠組みとして定義付けられたoI〕ISA調査で測っ

ているのは 『単なる机講や技能だけではなく､技能や態度を含む様々な

心矧'l'J･社会的なリソースをf'.f;･川して､特定o)文脈0)中で複雑な課題に

対応することができる力』であil)､具f仰flJE二は､LP社会･文化的､技術

的ツールを相/川三川的に浦川する))､･･亨多様な社会ゲJL-プにおける人

目馴関係If.iT)摘EJJ､･㌻:釣上7宣的にJlJ-･動する能JJ､という :.っのカテゴリーで

構成されているL,｣

この弓桐ゴ文の第2文からするならば､｢Ⅰ〕lSll.1調査で測っているのは｣｢.持

丁｣紺IJE二は｣｢:.つのカテゴリ-で構成されているC_)ということになる｡し

かしながら､後述するように､｢手社会･文化的､柁術的ツールを相J川三

再l'.).li.r･甘1./:,I)､l二IY･1し十十:こ一/'■i･･'.∴:一･/･r､墨t･皇汗′､l!,･,症1..rJ .:

自立的に行動する能力｣という ｢二つのカテゴリー｣は､キー･コンヒテ

テゴリーのことではないL,

1'--Fj宅20年U)申rLL教fJ,一審議会答申では､IIミi際的な動向としてOE(､l)の

キー･コンビテンシ-牧びPISAを捉示しているけれども､キー･コンビ

テンシーとl)ISAIPl_リテラシーのい明りと関係についてはイ川Jなままなので

あるe

2_DeSeCoにおけるコンヒー;-:ンシ･一･一のrilf最

のであろうか｡

OE('･L)によるキー･コンヒテンシーの定義は､r)ぐS(､Co(1~)eritlitioll

とul(1S(､IectionofCompetH1Cies:コンビテンシーU)定義と選択)プロ

ジェクトによって遂行され､その最終報告として200:川三に出版されたの

∴､･･一∴-:､ -i.一一∴ , I:.､.言 一･･∴ ･･ ･二 ､_一･･.

なお､このl満開は-It,--Eこ),ちづき､I)eSeL､07ロジェウト0)lj'i業.i-h由iの概要と

して2OO5年に.Ltほれたものが ｢キー･コンヒテンシ-の定義と選択 (エ

'L'':,A./.汁~､≡ ･ I王..,HiI.')､′ト ∴･､ ～･･ ■､′-:
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ロードできる｡

1. ､; ,:I､.～. ･･i立' 工 -','Ill:!∫r･さ､' ･ ..
は､キー･コンビテンシーは､次U)ように定義されているO

∴ . : --･･l..-.(.i､･･･.～:∴ -:L:･r!'肯･tt .iい､､i.I;･､･
こln(,1skills)以卜のもU)であるL,それは､特定の文脈において､(.捌支
能や態度を.?む)心理社会的な資源(I)syehosocialresources)杏
･jlきItI'.すとともに動ilすることによ-)て､複雑な諸需要(ConlPl(､Ⅹ
･1.I.:iit卜 .雛!'.･[い'･Ir･,､_ ･ii:.トー:'. う∵:‥ '/I/･

また､コンピテンスについては､『キー･コンビテンシー』において､
次0)ように定義されているo

lーコンピテンスは､心理社会的な11l'iAlll条件が流動する特定の文脈にお
いて､複雑な誹需要にLl'1~Jt:よく対処することのできる能力(tll)ility)
･古一㌧∵.:'■､･', -

むものとして定義されているのであるL,
その卜で､『キー･コンヒテンシー』では､

会という点から､個人I的及び社会的レベJLで高い価†直をもつ誹紺_'jl-
(oLllLl()mL.､S)に!:捕.Cする､
･ 一･l .･ ∴､､･･､1･･･ ,･･I:･ ･
て､重要で複雑な.溝需要や諸難(.H,】((lellは11〔ls(･_llldehこ111(,llgeS)に
対処するために存川である､
- ∴･､∴ ･:1.. .

というニiつの･根的な規準を満たすもU)を､キー･コンビテンシーの概念
藍』等を護るO摘)
これLT)の3つ0)卿裾ま､｢キー･コンヒテンシーの定義と選択(エゲゼク
テ{ブ･サマり-)｣では､

･･ ･ ● ･一･･一 ∴.･ '
個人をj~離山すること､
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t.:FtJj'L門一束のみならず､すべての諸個人にとってITLI要であること､

として示されている｡

･-.I..､･~.こ.'t‥ 工.､､･.∴ ∴ ∴主 ･ . ..∴:I.; .､1日了 .I;･‥ ∫.

ことがわかる｡

こうした規準に基づいて､I)eS(､e()では､それぞ11J.㌔-L'の内容を含む

コンビテンシーの3つのカテゴリ-を設定しているU)で､長1でまとめて

示すL,

表1 キー･コンビテンシーの3つのカテゴリー

カテゴリ-i:棉/I二m-:用的に道上!-を用いる

l･ ＼ ..'r･∫I..L日.,斗 1ト:･川･).†′･ij群,f:岡..ノ､.ぎL;:..工:～
1--B 大仙誠や†Fl沌iを州毎二作川的に川いる能jJ

lle テクノロジーを川/川･:f川棚二川いる能jJ

カテゴリ-2:異質なグルーブにおいて､佃/I:にかかわりあう

(int(TaCt~illg)

2d-A 他F.とよい関係をつくる能jJ

2-fミ 協I''lする能jJ

21ぐ 也藤 (conflicts)を調整し､解決する能JJ

カテゴり-3:lr川!El引こ行動する

31/ゝ 大きな展望 (I)igpiぐttlr(､)の中で行動する能JJ

3-B ライフ･プランや個人的なプロジェクトを設計し､美行す

る能ノJ

31C 権利､刷J.i∴ 限相､ニ-ズをi:.張する能jJ

l ･ ･ l ; ､ ･

ExecL｣tiveSummary'､.2005.pp.10-i5.

I)eS(､Coでは､これら:‡つU)カテゴり一について､図1に示す卜てほ提示し

ているL,
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図1 キー･コンビテンシーのカテコリーの相互関係
Ll ､- . 一･ ● ●､､､､･I iI､:､･Hいいト ー - .
Summa｢y".2005,p.5.

1､才11_に示したように､.1)eSL.､し()では､3つU)カテゴ1)一について､｢nlltl.

問係があi)､キ- ･コンビテンシーを確認し位閏づけるための基礎を渠合
…廿 ~車 LL一､- '-､こ.･:,

つまり､キー･コンヒテンシーの:うつのカテゴ1)-は､それぞれが独立

したリストのようなものではなく､川/t工二関係しているのであるO

松卜佳代は､キー･コンビテンシーが独立したりストではないことを強

調して､次のようにいうL,

｢･兄すると､これらのカテゴリーは能JJりストU)･例であるように
みえるかもしれないが､そうではないLlもくU)能JJT)ストが､コンビテ

ンシー･マネジメント論のコンヒテンシーU)延長 l･.にある 仁つまり､
仙人0)lJ,JlrlJJな属作としてとらえられる)a)に対して､キー･コンビテン

シーは､佃卜人の内的な属性と,夏脈との 『fllll.什川』a)種物である (カ

テゴり-1でも2でも紺Jlt-.作川』がキ-r7-ドになっていることに汀
IILていただきたい上 また､こ1つのキー･コンビテンシーは､各〈O)

能JJりストU)ように11(,-_･yりされているのではなく､3次_l川津lf.iU)ような巾

閏 (Ll()IISlt､11こIti(111)をもつものとみなされているL,1藍脈によってそU)

ウェイトや内容はかわるもU~)a)､常に:･iつのカテゴり-は組み合わさ-つ
･∴ ･.

松下は､キー･コンヒテンシーが｢R.lil人の内的な屈性と文脈との 紺的
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作川』a)種物｣であり､｢3つのカテゴT)-は組み合わさって機能する｣

としているOそのさい､｢コンビテンシー ･マネジメント論0)コンビテン

シーの延長I-.にある｣とみなされる ｢多くの能JJl)ストJが､コンビテン

シーを ｢~tlfi.9-rJ｣に列.li-己するにとどまっているとしているL,ここでいう r多

くの能ノ11)スト｣とは､コンビテンシー ･デ{ウショナリー､もしくはコ

ンビテンシー･ディクショナリ-をもとにそれぞれの職務に合わせて開発

されたコンビテンシー･モデルのことを指し示していると考えられるO

ビジネスの分野においても､｢能ノ)リスト｣としてのコンビテンシー ･

モデルは否定L'IIJEこ捉えられているOたとえば､川 卜真'uま､ビジネスの'JJ

野で導入されているコンビテンシー ･モデ)Lについて､次のようにいう｡

｢コンビテンシー ･モデルとは､高も-1業績をl･.げている人材に代通す

る行動特性や思考特作を抽出して､それをモデル化したものですL,その

モデルと社ii･人ずつを比較し､マ､ソチしていない部分を改il'fL､向 卜

させることで､業績Ilr,J卜に結びつけようという考え方ですL,

多くの企業で導入されているコンビテンシー ･モデJLですが､それほ

ど効火を卜げているとは言い難いのが実情ですO特に､精組につくられ

たコンビテンシー･モデルであればあるほど､効.ER･が低いと感じますO

コンビテンシーとは､『その時々の状況に応じて､IJ長も効LRl′畑こ成X･

につなげるjJ一策を考えて実践するJJ』ですO､■'(.Yt;ながら､常に状況は変

化するため､各状況で実践すべきアプローチもrJIとなるはずですOそれ

を､精約にモデル化し､どのような状況でもそのとおりに美代させた

場合､むしろ成昭二つながる確率は卜がってしまいますL,きわめて複雑

で､時/1刻/lJと変化していく状況のなかで､安定的に成lR-を出していく

JJはモデル化できないと､私は考えています0

I---(中略)--
∈ママ)

ただし､コンヒテンシー･モデルはすべてにおいて問題があるとわけ

ではありませんL,マニア､ソクに半11jJ･純な形でつくり込もうとしすぎなけれ

ばよいのですL,本質的なポイントを端的な.i~葉で普遍【-rfFlJEこ表現したほう

∴ 二､ ::い ､ .･■!j1,､十＼､＼!二;

川卜は､コンビテンシー･モデルとコンビテンシーは異なるとした卜で､

｢精掛につくられたコンヒテンシー･モデルであればあるほど､効Iil-がfltいrj

ほうが､よi)コンヒテンシ-の意味が牛きてきます.｣としているのである.
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DeSeCoによるキー･コンビテンシーの3つのカテゴリーは､それぞれ

が独立したリストとしてとらえるのではなく､州JI二に関係しあっているコ

ンビテンシーのカテゴリーとして捉えねばならないのであるL,

3.辛- ･コンヒテンシ･-･･-とPISAリテラシ-のl呈闇ミ

200()年以降､31卜flf.･に調允を行っている1〕lSAU)りテラシ-とは､以 卜

の3-つであるL,

王1)読解T)テラシー (readil唱 Iit(JrI1ey)

lJ)数学的1)テラシー (mathematicalliter(icy)

C)i:I･J芋的りテラシー (scienriflCliteracy)

この:iつU)リテラシーに加え､2003年調作では､.対 JL･的にL,7111題解決能JJ

についても.調査が行われている｡

≡)i-I.I.･･ 十 ･:､∴,-:/:-J;.L'.rl.ti::L･-JJヱL.EJ/./''I./.I,'･A:/

表2 DeSeCoにおけるPISAリテラシーの定義

三がキ･JJラシI-

自らの誹H標を達成し､Erlらの'lll職と潜ft･I的能j](potential)杏

発達させ､社会に参lJllするために､.Ii;カ､れたテキストを理解し､川

いて､省察する (r(,nell)という知日的な能JJ(cat)(,lL-itぅ-)

乾草的リテラシー

数学がtLlLNで.粧たす役割を識別 し理解するとともに､構成的

で関心を持った省察的なlfJ'比 (cL)nStrLl(･tiヽ-(､.eL)lleLlrlle(1こ111(1

r(Tlll(､etiveeitizくさ11)として､l半Tjo)′日,r;･に関する,iLE･ニーズに対処す

るための方法として数学を川い､関与し､より根拠のある判断をす

るという1]T的な能))

科学的リテラシー

暮'7.Yp相川1.1舛故び人IT貼I動を通してその叩二相になされる諸′酎ヒに

ついての理解と意志決定を日射するために､科学的肌誠を川い､

科学的な矧,",Jを識別し､.i'LIミ拠に基づいた結論 圧 ･ヽidt､1.Ill()-I)こIS(､(~l

e()nclusions)を描き.LIJ.すという知日rlFtJな能1J

出典)OECD."TheDefinitionandSelectionofKeyCompetencies:Executive

Summa｢y".2005.p.16.
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I)lSA調裾ま､満15歳の･′I:_徒に対する調作であるため､おおむね義務教

fJl-段階帽J′時の ｢i邪動隻Jに問する朋･作であると捉えられやすいLlしかし

ながら､紬藤勉は､次o)ようにいうo

rl)lS:,1調査U.)対象は､行l舶こおいておおむね義務教育を修了している隼

齢ということで､溝15占師〕井であるoLl本では､lL.I,';等Jli::校1隼牛を'長際の

対象としているL,この15歳という隼齢は､『中学校を卒業して高校に入学

した′卜徒ないしは(･ども』という意l味よりも､『教養ある思慮深い車代』

や 『知日′f'.)な消鷺君』という意l味であるOこの調肘ま､美′晶q･や裏̀社会で清

L.∴ ㍉ノ.1'｡∵･_･､･●･I_"I_L∴ -, ∴い'･

I)eS(､eoによるⅠ･)ISAリテラシーの定義- 例えば､数学的リテラシー

において ｢構成的で関心をf寺った省察的な市民｣というフレーズが川いら

れている- を見るならば､pISA調査ではこれからを糾う ｢Il托亡｣とし

ての ｢能力｣を査定しているのであるO

なお､[朴立教育政策研究所監訳による『PISA2009年調査 評価の枠組み

OECD生徒の学習到達度調査』では､表3のように各リテラシーを定義している｡

蓑3 PISA2009年調査における日本での各リテラシーの定義

読解劫
暮'いちの目標を達成し､自らの肌蔵と叶能性を発達させ､効果的に社会

に参加するために､吾かれたテキストをft冊F'i･し､利川し､熟考し､これに

1r打)組む能ノJ

電lk_I:的l.,lテIjシ-

数学がttJ.一昨でIRたす役'];.:lJを比つけ､理解し､∫,LllL･:伎び将来の個人

の′日吉､職業牛t.T;･､友人や豪族や親肱とU)汁.Lt･′f:.iri､建一il封IFlJで関心

をi守った思慮深いIfJ-htとしてU)･′‖lT;･においてl准粟な数学的根拠に埴

づざt'-･u断を行い､数学に41射)る能JJ

享i芋巨･'t;リテフシー--

科学的な知識､枚び､課題を[~榔確にし､新しい知識を掩得し､秤芋

的槻象を.馴月し､科学に関する課題について証拠に基づく結論を導き出

すためにその知識を清川すること､人間の)北瀧と探求の1つの形態とし

て科学の特徴を坪解すること､科学･技術が我/Jの物的､知的枚び封ヒ

的環境をいかに形作っているかを認識すること､科学のアイディアを

持った思慮深い市比として､手車il:に関する課題に肯んで携わる能圧

出典)経済協力開発機構(OECD)編著､国立教育政策研究所監訳『pISA2009年調査
評価の枠組み OECD生徒の学習到達度調査』明石書店､2010年､23ページ.
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表3に示したように､PISA2009年朋肘 こおける11本での朋裾 こおいて

は､｢思慮深いIfJ-ht_｣というフレーズが､数学的リテラシーだけでなく科

学的リテラシーでも相川JされていることがわかるO

ところで､r)(､S(､(丁()の捕告.J賢では､キー ･コンビテンシーとⅠ〕ISAりテ

ラシ-は､どのような関係として位IL.YILI､1けているU)であろうかo

1)eS(､し:Oの ｢キー ･コンビテンシ-0)定義と選択 (エグゼクテ ･†ブ ･サ

---lr.㌔ ｢言語､シンボル､テキストを川/∫:作川l′I'.)にJIJいる能)]｣の.説明にお

いて､次のように叫J言している｡

｢PTSAにおける読解リテラシーと数学I仰 )テラシ-､及びAL.I_∫(Fjl

川舟註 :AdultI_.iteraeyand1_,ifeSkillsSurヽでyのこと)において定

義された計算能jJ(numeracy)は､このキー ･コンビテンシーのf鮎正

-∴:･:,,:､_

識やI吉報を相り二作用的に川いる能力｣の説11月において､次のように叩信■し

ているO

;i'tJ,J/ II:,･iH 一･･･. ､ト′

I)User()によるキー ･コンビテンシーは､長1に示したように､｢川/L二

作川的に道i.t･を川いるj｢蝶貿なゲルーフにおいて､mJJ二にかかわを)あう_｣

rt'川汀畑二子j･動するJという:iつのカテゴリーから成り立っている｡､

しかしながら､Ⅰ･'tSAリテラシーは､キー ･コンビテンシーの申U)カテ

ゴリ-1｢川/捕-:=川射二道只を川いるJにおける卜-rlr､言語､シンポJL､

テキストを糾/L1.11･IJlJ的に川いる能JJ｣､及び1-1ミ｢肌織や一r嗣ほを柚ItIfl-:川

的に川いる能JJJを､.凋作L朋巨な ｢能JJ｣として!!･休化したも0)なのであ

るO

つまり､PISAリテラ シーは､キー ･コンビテンシーの 一部をなすもの

であり､相11'.E二関連しあい ながら育成すべきものなのであるO

松下佳代は､.PISAリテ ラシーとキー･コンビテンシーの関係を次のよ
うに指摘する｡
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｢本来､I-1SAリテラシーは､Ⅰ二)eS(､eoキー ･コンビテンシーU)中の

『道!1-を相Il.作川的に用いる』能JJ0)･部を測定l一丁能な柑度にまで艮体

化したものであるOこの 『道具』には､言語 ･シンボル ･テキスト､

机誠･情報などが含まれておE)､そうした 『道艮』を使って､対象t_tt相

と対.:;Ill.-する能力がPISAの読解リテラシー､数J､即'Jりテラシー､科学的

I)テラシーなのであるOそこには､認加的要素とあわせて非.認知的要素

(情意的 ･社会的要素)も含まれているL,前述のように､3つのキー ･

コンビテンシーは3次J亡座標のようなlTJ-LL.tltlをなしているので､本来は､

PISlゝ1)テラシーも､他のキー ･コンビテンシーと相JH関連性をもちな

がら形成をはかるべきであるO

ところが､17本では､PISAリテラシーは他のキー ･コンビテンシー

と切り離され､『PISA判学JJ』､『PISA型.読解力』､『活F廿JJ』といった形

'二町 ■.II::1':I.fltl一卜･i.::二日.∵十も∴l.t･:-.い,I) 一

をもちながら形成をはかるべき｣であるが､廿】本では､PISAl)テラシー

は他のキー ･コンビテンシーと切り離され｣て捉えら才1.つつあることを危

ll-としているのであるO

進むことに警鐘を鳴らし､PISAリテラシーとキー ･コンビテンシーが

｢i~寺iなる部分一全体関係にあるのではない｣として､次のようにいうO

｢DeSeCoにおいて､二つのキ- ･コンビテンシーは3次元座標のよ

と考えられている.これに対して､PISAでは､筆記テストとtp)う形式

のために､カテゴリ-2や30)コンビテンシーは最小限に切り詰められ

ているOいいかえれば､PISAでは､カテゴリ-1のコンビテンシーの

独立に測定 ･評価さ才1ているわけである｡PISAが調査にとどまってい

る限りでは､このことは大したrIり題ではない.どんな調査にもそうした

抽象や限定はつきものだからだ｡だが､PISAが教育政策を通じて教育

尖践に人きな影響をもつようになったとき､このリテラシーの切り.iFt.=め

は､美純の全体件を損ねるようになる,

--(中略)--リテラシーとキー ･コンビテンシーは部/JJ-･t体側係

で結ばれているというよりむしろ､両者の問には 一種の裂けlJカミあると
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いってよいだろうO そしてその裂け目は､I)lSAが成功をおさめ､参加1

1司･地域が拡大していくなかで､より 一屑深くなっているようにみえ

ノ∴ 一

松 卜は､PISAが成功を収め､.洞穴としてU)什格を越えて教育美践その

ものに大きな;;･:･壬轡JJをもつようになればなるほど､PISAリテラシーが

キー ･コンビテンシ-の 一部ではなく､｢裂けlfJができてしまうという

のである｡

I)ISAl)テラシーとキー ･コンビテンシーと吊Jに ぎ~1裂け目｣が/I:.じない

ようするためには､I)テラシ-とキー ･コンビテンシー0)関係を意.誠した

持業を構想することによって､PISA調舵手L捌言1'iのために楼小化された柁業

'･.,I(/'L.I.tL:.二…･∴::･･-A::､･k.I/1､I,･..:′./:

LILJU′'(-H.･･,rl/ニーJ･‥､...･'‥.一十卜 ＼_=ト .A.ZニLJ-ユニ ー..･11-I:､-L.l章

が峰昧であること､I)ISAリテラシーはキー ･コンビテンシーの ･部であ

り､榊JI二にl緋要しあいながらfJ-'成すべきものであるが､場合によっては

｢裂け目｣が′I:.じてしまう場合があることを述べてきたO今後は､PISA

リテラシーとキ- ･コンビテンシーとの牒Hd1-を糾野にいれた道徳持業の開

発､｢能JJJに関する川語族について検ふ1する必要がある｡
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Ll畑1･llJ岨両難.諭による研究成Ik･は､2011(､I/.･F花23)隼lllj2tlllt(I.:)に
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